第１学年　道徳学習指導案

	日　時：
	平成24年5月21日（月）　

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１．主題名：人間の心の弱さの克服(3－(3))
２．ねらい：自分の持つ弱さや醜さを克服しようとする心情を育てる。
３．資料名：銀色のシャープペンシル（自分をみつめる(あかつき)）
４．学習指導過程

	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	ふだんの生活を振り返る
	①自分が何かをごまかしたときに、どんな気持ちでしたか。

　・怒られるのがいや　・めんどくさい

　・時間のムダ
	【一斉・発表】

・あまり時間をかけない。

・ごまかしたことが悪いなどと責めない。

	展開
	資料を読んで考える。
	②拾ったシャープペンシルを『自分で買った』と言ったのはなぜだろう。

　・知られたくない　・みんなが見ていた

　・友だちの関係が崩れる　

　・仲間はずれになりそう
	【一斉・発表】

・その場の雰囲気や状況の中で本当のことを言えなかった主人公の弱さに気づかせる。

・①の自分と経験と近いことを共感させる。

	
	
	③主人公が『ロッカーに返した』ことについて、どう思いますか。また、それはなぜですか。

　・返したことは良いが、本人に言った方が･･･

　・正直言ったほうが良い

　・かくすのは良くない　・ひきょう
	【一斉・発表】

・自分の行動を正当化しただけで、解決にはなっていないことを確認する。

・「それで良い」という意見があれば、それに対しての切り返しや意見の交換(良いVS良くない)をさせる。

	
	
	④『卓也の家に向かった』のは、何をするためですか。

・あやまりに行く。　・正直に話をする。　

・事実を伝える。
	【一斉・発表】
・確認程度

	
	
	⑤(中心発問)なぜ、それをしようという考えになったのですか。
・自分が卑怯だと思った。　・自分はずるい

・卓也は謝ってきた。　・モヤモヤし続ける

 ・悪い事をしたのは自分。　・後悔する
	【一斉・発表】
・必要に応じてグループにする。

・必要に応じて切り返して、ねらいに近づける。

	終末
	授業を振り返る
	⑥授業で感じたことや考えたことをまとめる。
	【個人・ワークシート】
　→【一斉・発表】


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物

６．板書計画


[image: image1]
７．今後の改善点

　◎自分の実際の生活でも同じような経験があると思われるため、主人公と共感させることが大事である。
【絵】


夜空の下の卓也





【絵】


実験の様子





　ごまかしたとき


　　・怒られたくない　・責められたくない


　　・このくらいごまかしても・・・





　銀色のシャープペンシル


　　自分で買った


　　　・取っていると思われたくない


　　　・自分のものにしたい


　　　・卓也にばれたら・・・


　・親や先生に怒られる


ロッカーに返した


　・良くない　・正直に言うべき


　・自分勝手　・自己中


　・根本的な解決にはなっていない








卓也の家に向かった


　・あやまりに行く　・正直に話をする


　





　　・自分が悪いと気付いた


　　・卓也は正直なのに自分は・・・


　　・今、言っておかないと後悔する。


　　・自分を強くするため


　　　→何を？　自分の弱いところは？　　


・自分に恥ずかしい


　　　→何が？(自分の非を認めない)














